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替

市

簿

載

京
都
一
帝
園
大
串
経
済
皐
部
創
立
二
十
年
記
念
論
集

間
島
・
戸
町
・
神
戸
・
小
川
・
河
上
・
河
町
・
山
本
・
作
川
の
潟
ヘ
致
役
宵
像

記
念
設
理
マ
史
講
演
金
古
川
良

司
支
の
仕
介
的
情
城

完
全
議
見
の
問
週

昨
日
下
に
於
け
る
曲
一
「
一
主
計
芳
生
円

市
川
一
ー
や
す
ζ

川
崎
「
〉

-
J
J

H

J

R
バ
/
E
F

山
一
し
た
の
咋
肝
ぺ
ん
に
は
品
川
崎
か
川
町

十
千
ス
の
経
替
共
同
悼
の
川
弐
一
川
及
び
時
治
に
就
て

徳
川
時
代
の
経
州
統
制

信
用
刻
一
冶
と
汁
ハ
の
続
品
川
的
立
川
礎

金
全
国
制
紫
と
し
て
の
再
保
険

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ

l
の
岡
氏
十
七
議

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
物
限
切
勤
用
論

中
小
工
式
と
市
場

没
限
値
性
却
論
の
成
立

政
策
事
と
し
て
の
日
本
経
怖
感

i

日
本
経
枠
組
干
の
根
本
原
矧

経
済
製
部
二
十
年
そ
岡
山
側
し
て

経
唱
円
車
部
創
立
二
十
年
記
念
経
済
成
ア
命
日
大
命
日
記
事

A

果

報

外
聞
雑
誌
論
忍

法

準

博

士

文
岡
市
市
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mm
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間
間
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明
日
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澱
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中
小
工
業
と
市
場

七
O 

中

工

、、、
、圃.

市

場

業

中
小
工
東
の
存
立
候
件
に
関
す
る
一
考
袋

日i

ヰ~;

コ~:k
R日L

技
術
的
生
産
費
の
考
察
の
み
よ
り
す
れ
ば
、
多
く
の
産
業
部
門
に
於
て
中
小
工
業
は
大
工
栄
と
競
争
す
る
力
を
持
た
な
い
。
卸
ち

平
均
生
産
費
曲
線
と
限
界
生
産
費
曲
線
と
の
交
知
、
印
ち
最
小
生
産
費
の
高
さ
は
一
般
に
大
工
業
の
方
が
低
い
。
之
大
工
業
が
大
規

成
生
産
の
利
益
に
よ
っ
て
低
廉
な
る
生
宵
を
行
ひ
得
る
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
大
企
業
が
続
々
そ
の
規
模
を
掠
張
す
れ
ば
小
企
業
の
一

存
立
し
得
る
徐
地
友
き
と
と
L
友
る
。
現
賓
に
兄
る
中
小
工
業
の
存
在
は
何
に
よ
っ
て
説
明
さ
る
べ
き
か
。

マ
ー
シ
ャ
ル
、

ロ
ビ
y

ソ
ン
、

フ

ロ

レ〆

シ〆

ス
等)

CD 

1iff 
究
(1) 

中
，心
(1:) 

は:
正支
t亡
あ
る

こ
の
場
合
大
企
業
と
中
小
企
栄
と
が
同
一
産
業
に
お
い
て
競
争
闘
係

に
立
っ
て
ゐ
る
か
否
か
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
む
の
で
る
る
が
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
競
争
は
同
一
時
北
部
門
内
に
あ
る
如
く
見

え
て
、
厳
密
に
い
へ
ば
雨
者
が
異
る
際
業
に
属
す
る
と
と
が
多
い
己
叉
大
規
核
生
漆
の
利
盆
は
之
を
鰍
括
的
に
見
る
だ
け
で
な
く
、

之
乞
構
成
す
る
要
素
に
分
析
し
て
考
察
す
る
必
要
が
る
る
。
そ
の
中
に
は
ム
日
現
的
要
素
の
外
に
、
非
合
現
的
要
素
の
影
響
す
る
相
割
合

も
あ
り
、
そ
の
作
用
力
も
一
様
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

1v'I:arshall， A.， Principl田 ofeconomics: Roh~nson ， E. A. G.:， The structure of 
competitive industry， 1931; :Florence， P. S.， The Lo~~ìc of industrial or-
再amzatlon，1933・
如何なる程度の晃典ある在きlJlJf同町商品と見、別f同出産業iて属ナ ξ見るべき
か、困難なる問題であるが (Robinsυn，ibid.， p. 6ーはー)、 若し般密にいへば

2) 



企
業
の
規
模
を
決
定
す
る
種
々
た
る
要
素
に
つ
い
て
は
、

AV
て
中
小
工
業
に
閥
聯
し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
山
内
、
そ
の
中
、
市
場

的
要
議
は
特
に
再
検
討
す
る
債
依
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

4
 

商
業
資
本
に
依
存
す
る
問
屋
制
工
業
に
ぜ
よ
、

工
業
安
本
に
依
存
す
る

下
請
制
工
業
に
せ
よ
、

針
市
場
活
動
の
主
要
注
る
部
分
は
之
を
他
の
助
力
に
仰
い
で
居
り
、

こ
の
こ
と
が
中
小
工
業
の
存
立
に
大
友

る
意
義
を
も
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

大
工
業
の
護
展
に
は
交
通
の
殻
遣
に
茶
ぐ
大
市
場
の
成
立
が
そ
の
傑
件
の
一
た
る
こ
と
今
夏
説
く
迄
も
た
い
。
か
〈
の
如
き
大
市

揚
が
一
般
に
は
師
叫
に
成
立
し
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
中
小
工
業
は
か
〈
の
如
き
市
場
の
上
に
立
っ
て
営
業
し
て
ゐ
る
の
か
。
之
を

知
る
た
め
に
は
中
小
工
業
の
針
象
会
一
友
る
需
要
は
如
何
た
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
か
。
先
づ
第
一
に
之
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

若
し
巾
小
工
業
。
市
場
が
た
ヱ
誌
に
よ
っ
て
佼
崎
さ
れ
得
る
と
ま
に
は
、

-
1
何軒〉

E
t
土
h
ト

:
Z
一占市一、，
J
t
誕
〉
と
官
h
f
ぐ
主

J
H

)
者
U
有
b
l
I
ノ
ヨ
一
一
t
U
1
4
4
F
4
J
F
I
E
-
F
一F
F

r

間
引
円
、
ト
巴

Z
J

i

t
《

中
小
江
え
の
陶
法
的
機
能
に
お
付
る
依
存
間
開
係
が
之
か
ら
設
問
さ
れ
る
で
め
ら
う
。

Y
4
d
-
-
L
H
Z

ノ

:

-

》

寺

北

・

5
3
岡、.ー-

詔
一
一
じ
高
官

A
d
寸

Fsm同国じ
J
4

で
あ
る
。
か
く
て
中
小
工
業
の
存
立
の
僚
件
と
態
様
rr
一
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
行
ふ
こ
と
は
中
小
工
業
の
将
来
を
卜
す
る
一
つ

ω
手

掛
り
を
興
へ
る
と
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

一一

企
業
の
規
模
を
決
定
す
る
要
素
は
凡
そ
五
つ
に
分
ち
得
る
。

印
ち
第
一
は
生
産
技
術
的
要
素

(
E
r
E
n
L
P
B回
)
、
第
二
は
L
場

経
山
首
上
の
要
素

(
E
E
m間
E
M巳

P
R
O
Z
)
・
第
三
は
金
融
的
要
素

2
5
5色
言

3)、
第
四
は
市
場
的
要
素

(
5
2
5言
。
:
『
B
R
E
E
m
刊
)
、
第
五

で
あ
っ
て
、

は
危
険
及
び
礎
動
に
関
す
る
要
素
子
5
2
A
E
r
E《

-
F
E
E
t
3
)

一
般
的
に
言
へ
ば
、
第
て
第
一
一
一
及
び
第
四
の
要

素
よ
り
し
て
、

又
第
五
の
要
素
も
之
に
加
は
っ
て
大
規
模
企
業
を
有
利
止
す
る
場
合
が
多
く
、
之
に
反
し
ん
規
模
化
に
封
し
て
制
限

中
小
工
業
と
市
場

七

昨jrVzを細分して研究するととが適if;;;'と考ーへられる。
捌稿、中小工業問題在しての下請制工業(終解論叢、第47巻策6競)其他。
小官IJI琢二、 日本中小工業の存立 fl~恕(一橋諭護、第2巻第5競)参照。
Robinson， ihirl 

)

)

)
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中
小
工
業
と
市
揚

七

的
作
用
を
有
す
る
の
は
第
二
の
要
素
と
時
に
よ
っ
て
第
五
の
要
素
で
る
る
。
然
る
に
我
闘
に
於
て
中
小
工
業
存
立
の
飴
地
が
比
較
的

大
志
る
は
第
一
の
生
産
技
術
的
要
素
中
、
低
持
貨
と
い
ふ
事
買
に
負
ふ
と
と
λ
最
も
大
で
あ
る
。
勿
論
、
低
務
賃
に
つ
い
で
は
個
h

の
具
徳
的
担
額
合
に
つ
き
検
討
す
る
要
が
あ
り
、
例
へ
ば
低
持
賃
と
い
ふ
も
不
熟
練
持
働
に
於
け
る
低
廉
(
貨
質
的
に
は
必
ず
し
も
低
廉
で

な
い
)

か
、
熟
練
持
働
に
於
け
る
低
成
か
、

或
は
叉
、

個
々
の
中
小
工
業
の
生
高
崎
中
、

州
出
貨
の
占
む
る
割
合
は
幾
何
で
あ
る
か
、

等
の
劉
に
勺
者
問
題
が
あ
る
が
、

一
般
的

ι見
て
低
弊
貨
の
中
小
工
業
に
布
す
る
意
義
は
殆
ど
疑
ふ
ぺ
く
も
な
い
。

市
揚
に
関
す
る
要
素
は
一
般
的
に
は
大
規
模
化
の
方
向
に
作
用
す
る
。
即
ち
主
と
し
て
大
量
仕
入
及
び
大
賢
一
販
賓
の
利
盆
か
ら
大

規
模
企
業
を
有
利
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
現
買
に
企
業
が
活
動
し
、
営
業
の
地
盤
と
せ
る
市
揚
は
完
全
た
る
殺
害
の
行
は
る

る
市
揚
で
も
左
〈
、

叉
合
理
的
た
需
要
の
み
の
出
合
ふ
市
揚
で
も
た
い
。

と
-
A

忙
中
小
工
業
の
存
立
し
得
る
絵
地
が
輿
へ
ら
れ
る
。

中
小
工
業
は
特
殊
の
需
要
の
上
に
存
立
を
績
け
て
ゐ
る
揚
合
が
多
い
の
で
る
る
。
以
下
乙
の
黙
を
少
し
く
考
へ
て
見
ょ
う
。

市
場
と
い
へ
ば
持
働
市
揚
・
金
融
市
揚
・
原
料
品
市
場
及
び
製
品
市
場
等
を
考
へ
得
る
が
、

と
L

に
論
ぜ
ん
と
す
る
の
は
原
料
品
市

揚
及
び
製
品
市
揚
、
就
中
後
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
生
産
が
譜
要
に
遁
際
ナ
る
の
か
、
需
要
が
生
産
に
追
随
す
る
の
か
は
、
長
き
期

聞
に
つ
い
て
見
る
限
り
困
難
な
る
問
題
で
あ
っ
て
、
屡
K

生
産
者
の
創
意
が
需
要
者
の
慾
笠
を
指
導
す
る
揚
合
も
見
ら
れ
る
が
、

般
に
は
、
叉
直
接
に
は
需
要
を
無
視
し
て
生
産
計
書
を
立
て
る
と
と
は
出
来
泣
い
。
相
何
逸
に
於
け
る
合
理
化
が
殆
ど
失
敗
に
終
っ
た

又
は
需
要
唐
の
開
拓
を
山
梨
視
し
過
空
た
と
と
に
因
る
と
こ
ろ
が
多
い
品
か
〈
の
如
〈
し
て
需
要
の
佐
賀
は

の
は
、
需
要
を
無
視
し
、

生
産
の
規
模
を
決
定
す
る
上
に
大
友
る
意
義
を
も
ち
、
需
要
に
よ
っ
て
は
、
印
ち
商
品
に
よ
勺
て
は
大
規
模
生
還
を
不
可
能
又
は
不

利
と
す
る
揚
合
が
あ
る
。
第
一
に
需
要
の
分
化
及
び
商
品
市
揚
の
狭
随
、
第
二
に
需
要
の
不
安
定
性
、
第
三
に
需
要
者
の
市
揚
に
闘

Robinson， ibid.， p. 82・
Beckerath， H. v.， Der monderne lndustrialisrnus， 1931:);，伝口6ff.参照o
Florence， ibid.， P・ 49-66•
Beckerath， a. a. 0.， S. 213-217. 
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ず
る
知
識
の
快
除
、
第
四
に
原
料
品
市
場
の
狭
陣
。
順
次
之
を
説
明
し
よ
う
。

第
一
に
、
需
要
の
分
化
は
今
日
の
商
品
市
場
の
一
特
徴
で
あ
る
。
生
産
財
は
さ
ほ
ど
で
友
い
が
、
消
費
財
の
品
質
、
形
欣
の
多
種

多
様
な
る
こ
と
に
至
つ
て
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
米
国
に
於
け
る
調
査
に
よ
れ
ば
、

一
九
一
一
一
年
シ
ョ
ベ
ル
、
鋤
鍬
類
は
回
、

揚

四

六

O
種
(
一
九
二
五
年
三
八
四
種
に
減
ず
)
、
食
料
品
用
紙
袋
は
六
、
二
八

O
種
(
同
四
、
七
O
O
穏
に
減
ず
)
、
研
磨
盤
は
七
一
五
、
二

O
O種

(
同
二
五
五
、
八
O
O
種
に
減
ず
)
、
倉
庫
業
に
於
け
る
書
類
は
数
千
種
(
同
一
五
種
に
減

γ
)
の
多
数
に
上
る
が
、

之
は
翠
な
る
一
例
に
過
ぎ

な
い
。
特
に
消
費
財
に
於
け
る
標
準
化
は
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
多
種
生
産
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
一
商
品
の
生
産
量
は
小

と
な
り
、
大
規
模
た
る
機
械
化
生
還
を
行
ふ
徐
地
は
少
く
た
る

3

又
た
と
ひ
一
つ
の
経
倍
内
に
沿
い
て
こ
れ
ら
の
数
穫
を
同
時
に
生

産
ず
る
場
合
に
於
て
も
機
川
崎
化
が
そ
れ
だ
け
制
限
せ
ら
れ
る
こ
と
は
疑
び
な
い

d

市
場
の
狭
間
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
今
日
に
於

τ

は
中
小
工
業
に
も
機
械
使
用
の
範
囲
は
庚
〈
放
っ
て
来
た
が
、
大
機
械
は
勿
論
、

コ
ン
ヴ
エ

l
ャ
l
、
自
働
機
械
の
如
き
機
械
設
備

も
多
く
は
大
規
模
生
産
K
於
て
初
め
て
使
用
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
.
多
種
類
の
生
産
を
行
ふ
場
合
に
沿
い
て
は
充
分
注
る
殻
旧
市
を

護
揮
し
得
な
い
。
我
圃
に
於
て
輸
出
向
を
除
く
織
物
業
・
食
料
品
エ
業
・
陶
磁
器
工
業
の
如
き
日
用
品
又
は
噌
好
品
の
製
浩
業
に
於

て
著
し
き
賓
例
を
見
る
。
又
ゴ
ム
工
業
内
部
に
於
て
も
、

タ
イ
ヤ
及
び
地
下
足
袋
の
均
一
商
品
た
る
に
比
し
、
ゴ
ム
靴
は
需
要
が
分

化
し
、
た
め
に
前
者
に
比
し
て
そ
の
企
業
規
模
が
小
と
な
っ
て
ゐ
る
。

又
需
要
者
の
趣
味
噌
好
に
原
因
を
も

っ
場
合
も
あ
る
。
美
術
的
・
工
語
的
・
流
行
風
・
浪
漫
的
等
と
呼
ば
れ
る
商
口
間
に
あ
っ
て
は
屡
々
中
小
工
業
は
高
級
の
技
術
を
有
し
、

か
-
h

る
需
要
の
分
化
は
単
に
消
費
者
及
び
生
産
者
の
無
意
識
的
結
果
で
あ
る
と
と
も
あ
り
、

之
に
鷹
己
て
高
き
債
格
を
以
て
販
費
し
得
る
か
ら
、
企
業
の
存
立
は
比
較
的
容
易
で
る
る
。
然
し
乍
ら
我
園
中
小
工
業
の
大
友
る
部

中
小
工
業
と
市
場

七

Florence， ibid.， p. 25. 
Beckerath， a. a. 0.， S. 20I. 
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中
小
工
業
と
布
場

七
lIll 

分
は
低
廉
一
夜
る
第
働
と
低
肢
の
技
術
を
以
て
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
葱
に
於
て
は
中
小
工
業
の
大
工
弐
に
侵
蝕
さ
れ
る
危
険
が
少
く

た
い
と
と
後
述
の
如
く
で
あ
る
。

第
二
に
、
同
一
m
裂
の
不
安
定
が
え
企
業
の
殻
展
を
妨
げ
、
中
小
工
業
の
競
争
を
可
能
友
ら
し
め
る
。
需
要
の
野
動
は
前
述
の
危
除
及

び
鑓
動
の
要
素
に
属
す
る
も
の
と
見
る
で
と
が
出
来
る
が

そ
の
山
に
は
足
気
稼
動
と
趣
味
晴
好
か
九
来
る
需
要
の
阿
世
動
と
の
耐
者

を
'P7 
tr門、

かじJ

(:" 

、r
世一、、
J

J

h

ド
、

f
A

一ノペ

μν

後
押
押
の
A
V
L
F
-
り
川
し
て
叩
一
川
上
今
山
牧
に
市
場
問
題
の
了
と
し
て
論
中
る
。

各
待
-
の
服
飾
品
工
業
の
如
き

は
そ
の
最
も
極
端
た
る
例
で
あ
り
、

か
く
の
如
き
揚
合
に
は
単
一
の
商
品
を
目
的
と
す
る
機
械
は
充
分
な
る
利
用
生
見
な
い
か
ら
使

川
し
得
中
、
機
械
化
は
小
部
分
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
夜
い
c

勅
紘
業
1
4

び
輸
出
向
綿
織
物
業
に
沿
い
て
は
商
品
の
一
様
に
し
て
竣
動

少
き
に
反
し
、
内
地
向
織
物
業
及
び
各
種
の
服
飾
品
工
業
は
流
行
の
媛
遁
を
考
慮
せ
ざ
る
を
如
何
紅
い
。
然
し
需
要
の
不
安
定
は
、
か

く
の
如
き
流
行
商
品
の
み
に
限
ら
中
し
て
、
例
へ
ば
自
動
車
そ
の
他
の
機
械
類
に
も
屡
々
見
附
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
需
要
の
分
化
せ

る
商
品
と
需
要
の
不
安
定
友
る
商
品
と
は
略
範
閣
を
一
に
す
る
が
、

か
く
の
如
き
商
品
の
需
要
は
機
械
化
を
妨
げ
、
之
に
よ
る
生
産

費
低
下
の
詮
を
塞
ぐ
も
の
で
る
る
か
ら
、

乙
の
意
味
に
於
て
不
合
迎
合

DBEEr-o)
た
る
需
要
、
若
く
は
非
論
制
的

(
E
O空
白
}
吋
た
る

需
要
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
大
規
模
化
を
妨
げ
る
大
な
る
原
因
の
一
は
こ
の
非
論
現
性
に
あ
る
と
い
っ
て
い
L
o

然
し
乍
ら
非
論
理
的
需
要
に
非
や
し
て
、
生
産
技
術
の
上
か
ら
市
揚
の
狭
障
が
避
け
難
い
揚
合
が
あ
る
。
印
ち
商
品
の
市
揚
が
狭

く
し
て
、

し
か
も
技
術
的
に
分
業
の
利
訴
が
存
す
る
と
き
、
個
々
の
部
分
品
工
業
が
そ
の
商
品
種
類
の
多
様
左
る
た
め
、
中
小
規
模

に
止
ま
る
揚
ム
口
で
あ
る
。
我
固
に
沿
け
る
機
械
器
具
工
業
の
如
き
こ
の
一
例
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
大
企
業
が
部
分
品
の
製
出
か
ら
仕

上
・
組
立
ま
で
一
貫
作
業
に
よ
っ
て
行
ふ
乙
と
は
必
守
し
も
有
利
で
な
い
。
部
分
的
に
は
低
度
の
努
働
に
て
足
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か

Robinson， ibid.， p_ 83 et seq.， Macgregor， D. 1王， Inclu~trial Combination， p. 
64 et seq.， 
):l'lorence， ibid.， P・57/58;Beckerath， a. u. 0.， S. 2'12. 
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ら
、
之
は
中
小
企
業
に
委
ね
る
方
が
む
し
ろ
低
廉
と
友
る
。
し
か
も
大
機
械
に
於
て
は
同
一
製
品
の
生
産
少
〈
、
従
っ
て
又
注
丈
生

産
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
他
の
機
械
に
於
て
は
見
込
生
産
が
行
は
れ
る
け
れ
H

ど
も
、
我
闘
の
如
く
市
場
山
狭
院
に
る
揚
合

か
く
の
如
き
場
合
、
多
種
多
様
在
る
部
分
品
の
製
造
に
至
つ
て
は
一
居
個
々
の
数

に
あ
っ
て
は
同
一
製
品
の
数
量
は
比
較
的
少
い
。

量
が
少
く
、

H
絶
え
や
種
知
が
具
る
こ
と
k

友
る
。
蓋
し
市
場
と
し
て
は
光
づ
関
内
市
場
の
み
を
標
準
と
せ
ぎ
る
を
得
中
、
外
岡
市

場
は
た
と
ひ
猫
泡
・
米
閣
の
如
く
相
営
の
崎
市
九
宣
布
す
る
闘
に
於
て
さ
へ
閣
内
市
場
と
同
様
の
意
義
を
持
っ
と
と
が
出
来
な
い
か
ら

で
あ
る
。
か
く
し
℃
機
械
工
業
の
一
部
に
は
需
要
の
不
合
刈
性
に
基
か
ざ
る
需
要
の
分
化
及
び
不
安
定
が
作
別
し
て
中
小
工
業
の

存
立
を
持
ず
場
合
が
あ
る
叫

局5

iて
↓;j: 

川
沿
山
梨
者
の
市
場
知
識
の
快
除
が
考
へ
ら
れ

ρ
ば
な
ら
ね
と

町
山
h
D
h

一屯を

ζ
5
3
h
虫
、
ト
コ

T
主

L
'
三
H
』戸、-一〉

3

E
ら

t
ブ

Y
一

-
7
4
Iト

f
立

nm/寸

o
f
e
l
φ
4
4
7
+」
町
L
J
G
J
J
J
L

ば
、
貿
千
は
市
場
に
つ
い
て
す
べ
て
の
知
識
を
持
っ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。

そ
こ
ガ
同
一
商
品
に
つ
き
倒
絡
は
一
つ
し
か
友
い
と
と
L

友
り
、
高
き
生
産
費
を
も
っ
巾
小
工
業
は
放
送
の
外
な
い

T
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
昔
際
の
市
場
は
か
く
の
如
〈
完
全
在
る
も
の
で
な

ぃ
。
費
手
と
買
手
と
の
聞
に
所
謂
得
意
闘
係
を
生
ビ
て
、
時
に
は
和
高
く
と
も
同
一
資
手
の
商
品
を
習
慨
的
に
購
入
せ
ん
と
す
る
の

が
常
で
ふ
る
。
市
場
に
は
同
一
商
品
に
つ
き
同
時
に
二
つ
以
上
の
債
格
が
併
存
す
る
O

み
な
ら
や
、
品
質
・
形
状
・
包
装
等
に
多
少
の

差
異
を
つ
け
て
商
品
に
多
様
性
を
附
し
、
間
山
絡
の
一
牛
準
化
を
妨
げ
る
こ
と
が
多
い
。
成
昔
・
商
標
等
の
殻
山
市
も
こ
L

に
あ
る
。
印
ち

生
産
者
及
び
販
賓
業
者
の
作
潟
に
よ
る
需
要
者
の
不
知
と
然
ら
ざ
る
需
要
者
の
不
知
と
の
二
つ
の
場
合
が
る
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
、

市
場
の
中
に
部
分
市
場
を
形
成
す
る
と
と
が
、
中
小
工
業
に
存
立
の
徐
地
を
奥
へ
る
こ
と
与
な
る
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
原
料
市
場
の
狭
院
を
事
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
上
三
つ
の
事
情
は
何
れ
も
製
品
市
場
の
狭
臨
に
外
え
な
ら
ぬ
が
、
他
方
に
原

中
小
工
業
と
市
場

七
五

間稿、 巾小工業問題としての下請;!jlj工業、槽械工業に於ける下請事lの調査
(社舎政策時報、第204競)、小宮山以士、下l市工業の和合的経済的構造(社合
政策時報、第21ι218~虎)。
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中
小
工
業
と
市
場

一
七
六

一
般
に
は
各
地
に
散
在
せ
る
原
料
の
う
ち
、
交
通
手
段
の
殻
遼
と
共
に
、
少
数
の
優
秀
笠

宮
友
る
原
料
資
源
若
く
は
原
料
市
場
の
み
が
開
渡
利
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
古
一
量
・
容
積
の
大
注
る
を
の
、
腐
敗
し
易
き
も
の

料
市
場
の
狭
隔
も
同
様
の
働
き
を
も
っ
。

等
、
運
送
の
困
難
を
件
ふ
も
の
に
あ
っ
て
は
原
料
市
揚
は
狭
〈
限
ら
れ
、
従
っ
て
そ
れ
ら
を
蒸
礎
と
す
る
工
業
は
中
小
規
模
の
も
の

に
止
ま
る
こ
と
L
友
る
。

と
h
k
開
削
げ
た
る
如
き
凡
平
一
四
つ
の
市
場
開
係
お
る
揚
合
に
は
、
他
の
事
情
に
し
て
同
一
た
り
と
す
れ
ば
大
工
業
よ
り
も
山
中
ん
中

小
工
業
の
成
立
を
裕
易
に
す
る
c

印
ゆ
っ
か
L

る
揚
ム
口
に
は
機
械
化
を
中
心
と
す
る
大
規
模
生
産
の
利
径
を
資
現
せ
ん
と
し
て
も
、
或

は
機
械
利
用
の
不
充
分
か
ら
阿
定
費
負
縫
の
増
大
を
招
く
か
、
或
は
供
給
量
超
過
か
ら
販
資
資
の
増
加
を
来
す
か
・
或
は
原
料
蒐
集

費
の
増
加
を
来
ず
か
、
何
れ
か
の
結
旧
市
を
招
き
、
市
平
ろ
中
小
規
模
の
生
産
を
有
利
と
す
る
の
で
あ
る
。

市
場
の
確
保
と
い
ふ
と
と
は
大
工
業
と
い
は
や
、
中
小
工
業
と
い
は
や
、
極
め
て
牛
車
要
た
る
問
題
で
あ
っ
て
、
之
が
た
め
に
は
相

営
の
販
賓
費
の
支
出
を
も
静
せ
泣
い
の
で
る
る
。
交
通
の
護
達
す
る
と
き
、

又
は
粧
怖
の
殻
展
期
に
際
し
て
は
市
揚
は
著
し
〈
繍
大

し
、
そ
の
商
品
の
販
賓
可
能
性
も
増
大
す
る
か
ら
、
企
業
の
大
規
模
化
が
比
較
的
容
易
に
行
は
れ
る
。
然
し
乍
ら
経
済
の
趨
勢
が
下

降
す
る
時
期
に
る
り
、

叉
新
市
揚
の
開
拓
が
困
難
と
友
る
に
従
ひ
、
既
に
市
揚
が
現
在
の
企
業
に
よ
っ
，
て
飽
和
欣
態
に
-
あ
る
か
ら
、

仮
令
大
企
業
が
生
産
費
の
低
廉
を
以
て
中
小
企
業
を
駆
逐
せ
ん
と
し
て
も
、

必
や
し
も
容
易
及
こ
と
で
は
な
い
。
即
ち
現
責
に
は
部

分
市
場
が
形
成
さ
れ
て
居
担
、
僅
か
友
る
債
格
の
競
争
の
み
を
以
て
し
て
は
顧
客
を
奪
取
す
る
こ
と
が
出
来
一
泣
い
か
ら
で
あ
る
。
大

友
る
販
実
費
を
支
出
す
る
か
、
或
は
債
格
を
著
し
く
切
下
げ
る
か
の
方
法
を
必
要
と
す
ヲ
向
。
米
国
に
於
け
る
統
計
に
よ
れ
ば
J

例
へ

Levy， H.， The new inclustrial system， 1936， p. 66 el日eq.
Robinson~ ihir1.， p_ 120 

Florence.， ibid.， p. 54-
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ば
食
料
品
に
な
い
で
最
終
販
賀
債
格
の
中
、
ニ
O
%
が
小
寅
商
.
九
%
が
卸
賓
商
の
口
銭
に
し
て
、

一
二
%
が
生
産
者
自
身
の
販
賓
費

で
あ
っ
た
。
英
国
の
賓
例
も
亦
之
と
犬
差
左
き
数
字
を
示
し
た
が
、

は
換
言
す
れ
ば
成
長
の
費
用

(
2邸
時
三
間
『
。
三
『
)
で
あ
り
、

以
で
版
寅
費
の
大
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
市
場
獲
得
の
費
用

マ
ー
シ
ャ
ル
の
認
め
る
如
く
、
大
企
業
が
中
小
企
業
を
全
〈
駆
逐
す
る
と

「
彼
の
庄
が
非
常
に
念
速
な
端
技
逮
を
持
綾
す
る
に
は
同
一
産
業
内
に
殆
ど
並
立
せ
ぬ
二
つ

の
傑
件
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
多
く
の
産
業
に
於
て
は
個
人
生
産
者
は
彼
の
生
産
高
の
大
増
加
に
よ
っ
て
多
大
の
内
部
経
済
を
敬

と
を
妨
げ
る
最
大
の
理
由
の
一
で
あ
る
。

め
得
る
。

叉
他
の
多
く
の
産
業
に
於
て
は
個
人
生
産
者
は
そ
の
生
産
高
を
容
易
に
販
賢
し
得
る
。
け
れ
ど
も
生
産
者
が
こ
の
同
者
を

兼
ね
得
る
如
き
産
業
は
少
い
。
そ
し
て
之
は
偶
然
的
結
果
で
は
左
く
し
て
、
殆
ど
必
然
的
結
出
端
で
あ
る
。
蓋
し
大
規
模
生
産
の
経
済

が
第
ご
繊
の
煮
、
要
性
を
持
円
一
如
き
産
業
の
大
多
数
に
於
て
は
版
費
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

L':". -:1) 

牌
叫
!
/
大
企
業
の
結
え

Y
Aつ
佼
時
に
叫
叫
し
て
巾
小
企
誌
は
防
術
し
紅
け
れ
ば
沿
ら
が
仏
い
。
市
抑
制
山
村
山
町
が
必
郡
松
る
は
大
規
械
化
し
川

つ
あ
る
企
業
の
み
で
友
く
、
中
小
企
業
も
亦
同
様
で
あ
る
。
之
が
た
め
中
小
工
業
は
庚
台
・
商
標
・
意
匠
・
サ
1
ヴ
イ
ス
等
に
よ
っ
て

顧
客
を
自
己
の
手
中
に
つ
左
ぎ
と
め
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
高
級
な
る
技
術
を
必
要
と
す
る
晴
好
口
聞
の
方
商
に
於
て
は
之
は
比
較

的
容
易
で
る
る
が
、
我
圏
中
小
工
業
の
う
ち
か
ミ
る
部
門
の
止
め
る
範
囲
は
大
き
く
た
い
。
需
要
の
分
化
し
又
不
安
定
友
る
商
品
の

生
還
に
た
い
て
は
大
企
業
の
進
出
困
難
に
し
て
中
小
企
業
の
市
場
確
保
が
比
較
的
容
易
た
る
と
と
は
既
に
述
べ
た
。
然
し
乍
ら
そ
れ

ら
の
中
に
も
或
る
程
度
機
械
化
を
詐
す
が
如
き
場
合
に
は
、

そ
れ
だ
け
大
工
業
と
の
競
争
を
預
想
せ
ね
ば
た
ら
や
、
市
場
の
問
題
は

重
大
と
友
る
。
か
く
し
て
需
要
者
の
不
知
を
利
用
し
、
市
場
を
不
完
全
競
争
の
状
態
と
し
、

一
定
の
顧
客
に
よ
っ
て
部
分
的
な
市
場

を
形
成
す
る
と
と
が
必
要
と
た
る
の
で
あ
る
が
、
寅
は
之
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
友
い
。
今
日
迄
中
小
工
業
が
商
業
資
本
に
依

巾
小
ヱ
業
と
市
場

一
七
七

Robinson， ibid.， p. 120. 

Marshall， Principles， p. :286. 
3) 
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存
し
て
ゐ
る
の
を
屡
々
見
る
が
、

か
E
A

る
結
合
の
契
機
は
全
く
こ
誌
に
存
す
る
と
見
る
と
と
が
出
来
る
c

綾
上
の
如
く
中
小
工
業
に
と
っ
て
も
市
揚
的
活
動
の
必
要
は
大
き
い
。
市
揚
を
開
拓
し
、
或
は
少
〈
と
も
従
来
よ
り
の
市
揚
を
確

保
し
て
生
産
の
継
絞
を
可
能
在
ら
し
め
る
事
は
自
己
の
力
の
み
で
は
屡
々
悶
難
で
あ
れ
y

、
商
業
資
本
若
く
は
大
工
業
資
本
の
活
動
に

候
た
ね
ば
及
ら
放
く
た
る
の
殊
に
一
般
に
市
揚
め
蛾
大

L
、
景
気
費
動
、
そ
h
u
e

他
む
山
政
動
が
府
机
且
勺
溺
甚
と
た
る
に
従
ひ
、
市
況

円

J
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可
抑
吋
ム
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乞
高
折
寸

あ
る
か
ら
、

と
れ
ら
の
鮪
で
も
商
業
資
本
に
依
存
し
一
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
か
く
て
注
文
蒐
集
・
原
料
隣
入
・
製
品
販
賓
の
如
き
商
業

的
機
能
の
京
大
さ
と
困
難
と
を
考
へ
る
と
き
中
小
工
業
の
商
業
資
本
へ
の
依
存
が
殆
ど
必
然
的
で
あ
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う
。
勿

論
、
商
業
的
機
能
の
捨
営
の
反
面
に
、
中
小
工
業
へ
の
歴
泊
又
は
危
険
の
輔
嫁
を
行
ふ
虞
が
極
め
て
多
き
こ
と
は
大
友
る
問
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
放
に
商
業
資
本
と
の
関
聯
を
切
り
離
し
て
中
小
工
業
の
存
立
の
迭
を
求
め
ん
と
す
る
と
と
は
凸
誌
を
得
た
る
も
の
で
は
た

ぃ
。
我
図
工
業
組
合
は
本
来
中
小
工
業
者
の
み
の
力
を
結
合
し
、
以
て
問
屋
の
属
紳
を
股
せ
し
め
、

又
市
場
地
位
の
担
化
の
た
め
に

カ
ル
テ
ル
的
統
制
力
を
附
興
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
問
屋
の
勢
力
を
全
く
駆
遂
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
ゎ
。
又
最
近
中
小

機
械
工
揚
が
機
械
商
を
中
心
と
し
て
結
合
し
、

工
業
的
機
能
と
商
業
的
機
能
と
を
分
捲
ぜ
ん
と
す
る
試
み
が
友
さ
れ
で
ゐ
る
の
も
と

の
意
味
で
興
味
が
深
い
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
生
産
費
節
約
に
内
部
経
済
と
外
部
経
済
と
を
分
つ

h
。
内
部
経
椅
と
は
能
率
高
き
機
械
の
採
用
、
粧
皆
組
織
の
合

理
化
の
如
き
、
企
業
内
部
の
改
善
に
因
る
経
済
(
生
産
費
節
約
)
で
あ
り
、
外
部
経
済
と
は
交
通
機
関
そ
の
他
補
助
産
業
の
護
達
、
熟
練

弊
働
の
成
立
、
部
分
市
揚
の
形
成
の
如
き
、
個
K

の
企
業
企
直
接
関
係
友
き
，
産
業
の
一
般
的
帯
以
遠
に
依
存
す
る
経
済
〈
生
産
費
節
約
}

小宮山琢二、前掲論文。磯部喜一、中小商工業D組合謡:割、 96頁、1I&頁重量照。
MarshalJ. ibid.， p_ 267-285 
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乞
い
ふ
。
外
部
経
済
は
大
工
業
の
札
袋
と
た
る
ひ
み
左
ら
や
、
屡
々
中
小
工
業
D
存
立
を
容
易
な
ら
し
め
る
重
大
友
る
要
素
で
あ

る
。
而
し
て
こ
の
外
部
経
済
の
中
に
は
商
業
の
焚
展
に
依
存
す
る
部
分
が
著
し
く
多
い
こ
と
は
注
意
す
る
債
値
が
あ
る
。
商
業
の
後

逮
に
よ
る
市
場
機
構
の
整
備
、
そ
れ
に
基
く
分
業
と
特
化
、
従
っ
て
特
化
機
械
の
使
用
の
如
き
之
で
あ
る
。
例
へ
ば
東
京
附
近
及
び

阪
神
地
方
に
於
け
る
中
小
工
業
の
変
展
は
大
な
る
外
部
経
済
に
負
ふ
と
こ
ろ
多
く
、
北
九
州
に
訟
け
る
中
小
工
業
が
比
較
的
た
〈
れ

て
ゐ
る
の
は
、

一
は
市
場
そ
の
他
の
黙
に
於
け
る
外
部
経
済
の
小
左
る
と
と
に
よ
る
で
あ
ら
う
。
又
英
国
木
綿
工
業
に
於
て
は
嘗
て

極
め
て
有
能
友
る
商
業
が
宏
介
友
る
市
場
所
動
に
よ
っ
て
工
業
訴
を
支
配
し
、
そ
こ
に
八
刀
業
と
特
化
と
が
由
貿
展
し
て
、
以
て
そ
の
繁
柴

を
誇
り
得
た
の
で
あ
っ
た
の
分
業
及
び
特
化
は
商
業
に
よ
っ
て
全
生
産
が
綜
合
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
可
能
と
た
り
、
又
特
化
せ
る

中
小
企
業
は
商
業
的
機
能
よ
り
開
放
さ
れ
七
技
術
的
進
歩
に
専
念
し
得
る
こ
と
L

な
っ
た

(
に
も
拘
ら
ず
、
湖
業
者
の
支
配
が
、
後
に
工
業

t
r
-
r
ι
F一
Erluι
』
M

、
〉
司
叫
o
h
J
f
a
n
u
Zも
a

J

;

$

4

4

4

守
叫

d
'
H
U
J
J

4
u
t
制
昨
己

E
v
d
且

W
4
4
d事
r
R
f
1
7
と
ー
と

t
H
H
J口
中
正
品
、

か
く
の
如
く
し
て
中
小
工
業
が
市
場
的
活
動
の
重
要
部
分
を
商
業
に
依
存
す
る
経
営
組
織
は
中
小
工
業
の
存
立
に
大
た
る
支
持
を

盟
(
へ
、
否
む
し
ろ
之
左
く
し
て
は
中
小
工
業
は
屡
々
浸
落
せ
ざ
る
を
得
た
い
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
中
小
工
業
の
商
業
資
本
へ
の
依

存
は
更
に
他
の
意
義
を
も
有
す
る
。
経
笹
口
上
の
援
助
及
び
資
本
的
援
助
之
で
あ
る
。

粧
品
品
管
理
上
の
鞘
か
ら
い
へ
ば
、

一
般
に
は
小
企
業
の
方
が
有
利
で
あ
る
。
印
ち
大
規
模
化
す
る
ほ
ど
庇
替
が
企
業
の
各
部
分
K

従
っ
て
経
営
の
各
部
の
連
絡
統
合
の
た
め
に
多
く
の
人
員
と
費
用
と
を
要
す
る
。

徹
底
せ
守
、

叉
敏
蓮
た
る
庭
置
を
と
り
得
・
下
、

中
小
企
業
は
こ
の
貼
に
於
て
長
所
を
有
す
る
。
然
し
乍
ら
中
小
工
業
に
る
っ
て
は
経
営
者
の
才
能
が
必
宇
し
も
優
秀
で
な
い
。

『ず

シ
ヤ
凡
は
大
企
業
の
経
皆
者
必
や
し
も
常
に
有
能
左
ら
十
、
中
小
企
業
の
経
営
者
に
屡
々
有
能
友
る
者
を
得
る
こ
と
よ
り
し
て
、
企

中
小
工
業
と
市
場

一
七
九

Landauer， E.， Handel und Produkti.on in der Baumwollindustrie， 1912; 
Beckerath， a. a. 0.， S. 194・
Beckerath， a. a. O. 
Robinson， ibid.， p. 44-48. 
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一
八

O

業
の
隆
替
(
機
舎
の
均
等
)
を
論
や
る

。
宣
言
豆
一
円
な
見
解
を
示
し
て
ゐ
る
叫
中
小
企
業
に
し
て
有
能
在
る
経
営
者
を
得
た
る
と
き
は
、

そ
の
成
長
の
可
能
性
は
決
し
て
少
く
な
い
。
然
し
今
日
の
枇
合
経
済
欣
態
に
も
w

い
て
は
、
中
小
企
業
が
布
能
た
る
経
営
者
を
得
る
と

と
が
先
づ
容
易
で
な
い
。
中
小
企
業
の
経
管
者
は
概
ね
堆
怠
る
技
術
者
に
止
ま
り
、
商
業
的
知
識
に
快
く
る
と
こ
ろ
多
き
の
み
な
ら

中
、
粧
品
H
的
才
能
に
於
て
も
十
分
と
い
へ
な
い
と
と
が
多
い
。
闘
員
に
中
小
工
業
者
の
知
識
の
紋
除
は
巾
小
工
業
に
於
け
る
重
要
な
る

羽
調
。
」
巴
あ
る
。

h
cて
例
へ
ば
滞
一
県
民
間
仰
山
巴
て
生
涯
の
汁
護
を
立
ご
、

叉
佐
川
汁
の
組
織
化
ゆ
ゲ
一
行
ふ
如
を
と
と
は
之
を
耀
々
商
業

資
本
の
援
助
に
侠
た
ね
ば
一
た
ら
た
い
の
で
あ
る
。

中
小
工
業
に
は
機
械
化
を
行
ふ
べ
き
部
分
の
少
き
こ
と
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
単
純
怠
る
加
工
を
行
ふ
揚
合
同
勿
論
、

工
事
的

な
る
技
術
を
必
要
と
す
る
揚
合
に
あ
っ
て
も
、
今
日
中
小
工
業
に
機
械
化
を
行
ふ
徐
地
は
相
官
に
成
〈
念
。
て
ゐ
る
。
農
村
家
内
工

完
全
第
働
と
工
場
内
の
機
械
と
を
利
用
す
る
今
日
の
中
小
ヱ
揚
工
業
(
「
新
問
屋
制
工
業
」
)
へ
の
進
展
に
た
い
て
も
機
械
化

業
よ
り
、

の
前
進
を
知
る
。
機
械
化
は
同
定
資
本
の
増
大
を
意
味
し
、
屡
h

之
に
件
ひ
流
動
資
本
も
多
額
と
友
る
。
か
く
し
て
資
本
の
必
要
は

盆
L
R

大
と
友
る
が
、
中
小
工
業
金
融
は
未
だ
充
分
友
る
夜
展
を
示
し
て
ゐ
司
泣
い
。
例
へ
ば
我
闘
に
沿
い
て
も
預
金
部
資
金
の
融
通
制

度
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
ほ
最
も
多
数
の
利
用
を
見
て
ゐ
る
の
は
問
屋
金
融
と
個
人
金
貸
業
者
よ
り
の
融
通
で
あ
る
。
問
屋
は
商
業

的
支
配
及
び
経
営
と
の
干
渉
に
よ
っ
て
企
業
の
内
情
を
知
悉
し
て
ゐ
る
か
ら
、
容
易
に
筒
使
に
融
通
し
得
る
の
で
ち
る
。
唯
然
し
金

融
を
武
器
と
し
て
中
小
工
業
を
屡
泊
す
る
こ
と
が
屡
々
行
は
れ
る
こ
と
は
中
小
工
業
に
と
っ
て
甚
だ
困
難
左
る
問
題
で
あ
っ
て
、
問

屋
資
本
を
排
除
し
、
組
合
制
度
に
よ
る
中
小
工
業
の
更
生
を
闘
ら
ん
と
す
る
見
解
の
如
き
は
と
の
黙
か
ら
も
主
張
さ
れ
る
。

商
業
資
本
に
依
存
す
る
中
小
工
業
は
問
屋
制
エ
業
と
呼
ば
れ
る
が
、

工
業
資
本
に
依
存
す
る
も
の
は
下
請
制
工
業
で
あ
る
。
下
請

MarshalI， ibid.， 297-313. 
小宵山琢二、前掲論文。
岡庭博、戦時下回中小商工業金融論参照。



制
エ
業
の
行
は
れ
て
ゐ
る
工
業
部
門
は
問
屋
制
工
業
に
比
し
て
狭
く
、
最
近
機
械
器
具
工
業
に
沿
い
て
最
も
典
型
的
左
焚
展
を
見
て

ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
今
、
機
械
器
具
工
業
を
例
と
し
て
論
や
れ
ば
、
下
請
制
工
業
は
大
機
械
工
業
の
補
助
工
業
的
地
位
を
占
め
る
も

の
で
あ
っ
て
、
大
機
械
工
場
の
必
要
と
す
る
簡
単
た
る
部
分
品
の
製
造
及
び
簡
単
在
る
加
工
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
て
同
じ
機
械

工
業
部
門
の
中
に
於
け
る
大
工
業
と
中
小
工
業
と
の
併
存
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
下
請
が
行
は
れ
て
ゐ
る
限
り
、
問
者
の

製
品
は
精
密
た
る
、
或
は
容
積
大
友
る
加
工
及
び
完
成
せ
る
大
機
械
で
あ
る
か
ら
、
巌
密
に
一
一
員
ふ
た
ら
ぽ
、
雨
者
は
同
一
商
品
を
製

遣
す
る
も
の
に
非
宇
、
従
っ
て
同
一
キ
草
ポ
部
門
に
嵐
せ
ざ
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
而
し
て
大
企
業
は
中
小
企
業
の
製
品
の

購
買
者
で
あ
り
、
大
憶
に
沿
い
て
両
者
の
闘
係
は
継
続
的
で
あ
る
か
ら
、
中
小
工
業
は
大
企
業
に
よ
っ
て
市
場
を
輿
へ
ら
れ
、
自
ら

市
場
所
勤
を
行
ふ
必
要
宮
大
部
分
苑
れ
て
ゐ
る
の
?
あ
る
。
即
ち
問
皮
制
工
業
に
於
け
る
商
業
資
本
に
代
り
、
と
t
h

で
は
工
業
資
本

ぷ
司

r川

叫

割

E
幹
央
し
t
た
る
む
で
あ
る
t

-
d
l
l
i
-
-
i

・

6
:
!
i
a

時
に
よ
勺
て
粧
酷
百
I
M

ぴ
資
金
融
逝
の
射
に
於
て
も
工
業
資
本
が
干
渉
又
は
按
助

L
て
ゐ

る
と
と
同
様
で
あ
る
。

問
屋
制
工
業
に
て
商
業
資
本
に
依
存
す
る
揚
合
に
た
い
て
も
、
景
気
療
動
よ
り
来
る
危
険
は
中
小
工
業
に
陣
嫁
せ
ら
れ
る
と
と
が

少
く
-
泣
い
が
、
下
請
制
工
業
に
沿
い
て
工
業
資
本
に
依
存
せ
る
揚
合
に
は
、
臨
場
々
中
小
工
業
の
危
険
は
一
一
暦
大
と
在
る
。
卸
ち
景
気

下
降
・
沈
滞
期
に
た
い
て
注
文
減
少
せ
る
と
き
、
問
屋
は
工
業
者
へ
出
す
注
文
を
之
に
底
じ
て
減
や
る
で
あ
ら
う
が
、
下
請
制
の
揚

合
に
は
中
小
工
業
へ
出
す
注
文
は
減
少
の
度
が
更
に
激
し
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
中
小
工
業
へ
の
褒
没
者
た
る
大
工
業

は
そ
れ
自
身
製
作
設
備
を
有
す
る
工
場
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
中
小
工
業
と
同
製
品
に
つ
き
競
争
関
係
に
立
ち
得
る
。
好
景
気

に
は
た
る
べ
く
多
く
を
下
請
に
出
し
、
不
景
気
に
は
な
る
べ
く
多
〈
を
自
工
場
に
て
製
作
せ
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
機
械
工
業
に

申
小
工
業
主
市
場

iI. 

前掲拙稿参照。13) 
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fI.. 

た
け
る
大
企
業
の
如
く
大
た
る
同
定
資
本
を
擁
ナ
る
も
の
は
設
備
を
遊
ば
せ
る
苦
痛
が
甚
し
い
が
故
に
、
中
小
工
業
の
犠
牲
に
於
て

自
己
の
工
場
の
操
業
を
安
定
に
保
た
ん
と
す
る
こ
と
は
自
明
の
止
と
ろ
で
あ
ら
う
。
自
己
の
工
担
割
に
て
、
従
来
下
請
せ
し
め
て
ゐ
た

部
分
品
の
加
工
製
作
ま
で
行
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
中
小
工
業
の
注
文
は
減
じ
、
景
気
持
党
動
忙
よ
る
打
撃
は
大
で
あ
る
。

四l

工
業
企
業
の
大
規
模
化
を
抑
制
す
る
要
素
と
し
て
普
通
に
犠
げ
ら
れ
る
も
の
は
経
待
費
の
増
大
と
市
場
獲
得
の
困
難
と
で
る

5
0

企
業
の
披
大
と
共
に
経
管
が
困
難
と
た
り
、
粧
品
河
突
の
増
加
す
る
と
と
に
大
規
模
化
の
限
界
を
求
む
る
の
は
、
例
べ
ば
シ
三
円
γ

イ

1

タ
ウ
シ
ツ
グ
刷
一
す
で
あ
り
、
市
場
獲
得
の
困
難
に
霊
堂
を
置
く
の
は
、
例
へ
ば
マ
ー
シ
ャ
ル
牢
で
あ
る
。
然
し
前
者
の
如

ド
ラ
ン
ド
、

〈
経
営
費
増
大
を
重
視
す
る
も
の
が
、
大
企
業
と
い
ふ
の
は
米
固
に
於
け
る
如
き

E
大
企
業
に
し
て
、
後
者
が
英
圃
の
事
貨
に
つ
い

て
考
へ
て
ゐ
る
の
と
は
少
し
く
規
模
が
異
る
ゃ
う
で
る
る
。
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
大
企
業
の
成
長
を
妨
げ
る
こ
れ
ら
の
要
因
よ
り

し
て
中
小
工
業
の
存
立
の
絵
地
が
説
明
さ
れ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
中
小
工
業
の
存
立
の
傑
件
と
し
て
市
場
の
問
題
を
取
上
げ
る

理
向
は
夜
に
あ
る
。

然
ら
ば
中
小
工
業
の
成
立
を
容
易
た
ら
し
め
る
市
場
は
如
何
在
る
も
の
で
あ
る
か
。
上
辺
の
考
察
よ
り
明
か
な
る
如
〈
、
需
要
量

の
小
友
る
市
場
及
び
原
料
市
場
の
小
友
る
場
合
が
之
で
あ
り
、
例
へ
ば
第
一
に
需
要
の
分
化
し
て
ゐ
る
揚
合
、
第
二
に
需
要
が
不
安

定
に
じ
て
愛
動
多
き
場
合
に
は
、
大
規
模
生
産
の
利
篠
殊
に
生
菅
技
術
上
の
利
袋
を
賓
現
し
得
友
い
。
第
三
に
需
要
者
の
知
識
不
足

の
た
め
に
生
産
者
及
び
販
買
業
者
が
種
々
な
る
方
法
を
以
て
顧
客
を
自
己
の
た
め
に
っ
た
ぎ
と
め
、
部
分
市
場
を
形
成
す
る
と
と
容

易
な
る
揚
合
も
あ
る
。
需
要
の
分
化
及
び
踊
変
動
は
概
ね
需
要
者
の
非
論
理
的
な
る
性
向
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
商
品
に
よ
っ
て
は

Shwiedland， E'J Der Wettkampf der gewerblichen Bel'riehsformen，(G. d. So， 
Abt. IV， S. 49);-Taussig， F 、N.，Principles of ec.onomics， 3rd ed.， 1922， 
Vol. 1， p. 54-58. 
1vlarshall， ibid. 2) 



生
産
技
術
的
理
由
に
因
る
場
合
も
る
る
。
勿
論
、
需
要
者
の
市
場
知
識
不
足
せ
る
と
き
は
生
産
者
が
需
要
の
非
論
理
性
を
左
右
す
る

徐
地
が
そ
れ
だ
け
大
き
い
わ
け
で
あ
る
。
第
四
に
原
料
市
場
の
狭
小
友
る
揚
合
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

か
く
の
如
き
市
場
関
係
あ
る
と
き
に
は
、

し
か
も
そ
れ
が
茜
し
い
場
合
に
は
そ
れ
だ
け
、
中
小
工
業
の
存
立
は
苓
易
友
わ
け
で
あ

る
。
晴
好
口
開
・
流
行
品
工
業
等
に
な
い
で
中
小
工
業
が
歴
倒
的
た
る
こ
と
は
之
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
と
れ
ら
の
事
情
に
し

で
さ
し
て
著
し
〈
左
い
場
合
に
は
中
小
工
業
は
戎
る
程
度
大
工
業
と
競
争
閥
係
に
立
た
ね
ば
左
ら
ぬ
。

交
通
機
関
の
後
建
と
共
に
市
場
は
失
第
に
康
大
と
左
り
つ
t
A

あ
る
。
他
方
、
機
械
化
が
次
第
に
中
小
工
業
に
及
び
旦
特
殊
専
門
機

械
が
普
及
す
る
と
と
を
考
へ
れ
ば
、
市
場
狭
き
工
業
に
於
て
も
大
企
業
の
成
立
し
得
る
領
域
が
庚
ま
っ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
。
と
L

に
於
て
市
場
獲
得
乃
至
健
保
。
崎
潤
は
た
工
業
に
と
っ
て
較
た
?
め
る
と
同
様
に
、

中
小
工
業
に
と
っ
て
も
磁
め
て
設
大
方
と
し
し
で

あ
;~i 

中
小
生
産
者
と

L
て
は
一
一
服
部
分
市
場
の
形
成
に
努
力
す
る
か
、

市
場
的
活
動
に
沿
い
て
商
業
安
本
荒
ぐ
は
工
主
春
一
本
K
依

存
す
る
か
、
む
し
ろ
多
〈
は
そ
の
雨
手
段
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
友
い
の
で
あ
る
。
中
小
ヱ
業
が
問
屋
制
、
若
く
は
下
請
制
に
沿
い
て
そ

の
存
立
の
支
持
を
得
て
ゐ
る
こ
と
は
市
場
的
活
動
の
重
大
な
る
こ
と
よ
り
疑
ふ
べ
〈
も
た
い
が
、
更
に
中
小
工
業
経
営
者
め
才
能
の

不
足
及
び
資
本
の
不
足
が
更
に
そ
の
依
存
を
強
め
る
。

以
上
を
以
て
結
論
す
れ
ば
、
中
小
工
業
の
存
立
は
市
場
の
不
完
全
と
、
商
業
資
本
又
は
工
業
資
本
へ
の
依
存
と
に
よ
っ
て
初
め
て

可
能
友
り
と
い
っ
て
も
多
く
の
揚
合
過
言
で
左
い
の
で
る
る
。
然
ら
ば
濁
立
自
替
し
得
ざ
る
も
の
は
、
中
小
工
業
と
し
て
淡
落
し
て

ゐ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
浸
落
せ
る
も
の
に
非
宇
と
す
れ
ば
、
今
後
一
夜
ほ
存
在
を
穣
け
得
る
や
否
や
、
最
後
に
と
の
鈷

に
少
し
く
論
及
し
た
い
。

第
一
に
、
他
の
事
情
に
愛
化
左
く
し
て
、
従
属
関
係
か
ら
中
小
工
業
が
渡
落
す
る
可
能
性
は
犬
で
あ
る
か
。
中
小
工
業
が
商
業
資

中
小
工
業
と
市
場

一
八
三



申
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業
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市
場

一
八
四

本
及
び
工
業
資
本
に
依
存
し
て
ゐ
る
揚
合
に
は
、

こ
れ
ら
大
資
本
は
中
小
工
業
に
針
し
製
品
債
格
又
は
加
工
貨
を
切
下
げ
ん
と
し
、

叉
景
気
媛
動
そ
の
他
の
費
動
よ
り
来
る
危
険
の
一
部
又
は
大
部
分
を
縛
嫁
せ
ん
と
す
る
。
債
格
及
び
加
工
貨
の
切
下
げ
に
よ
る
腰
抱

は
、
た
と
ひ
中
小
エ
業
を
破
滅
さ
せ
止
な
い
と
し
て
も
、
疲
弊
せ
し
め
る
。
況
ん
や
景
気
続
動
等
の
危
険
が
特
嫁
せ
ら
れ
る
と
き
は
中

小
工
業
は
屡
々
破
綻
す
る

D

多
数
の
中
小
工
業
が
破
滅
ず
る
け
れ
芝
も
、
こ
れ
ら
は
再
び
整
理
さ
れ
て
他
の
経
日
営
者
に
よ
っ
て
生
産

に
疹
加
寸
志
。

と
の
務
瑚
過
程
に
よ
る
中
小
企
涼
む
軒
続
力
は
注
意
す
る
必
要
が
る
る
。

寺
、

ZA--
乳
〉

t晒
巾
珂
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、
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5
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U
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4当
日

政
械
が
多
い
か
、
間
後
期
に
向
へ
ば
、

そ
の
成
立
の
航
跡
地
あ
る
部
門
K
は
再
び
多
数
の
企
業
が
現
れ
る
の
で
'
あ
る
。
下
請
制
工
業
に

沿
い
て
は
、
景
気
沈
滞
期
に
は
大
工
業
が
中
小
工
業
と
全
面
的
競
争
の
立
場
に
立
つ
か
ら
し
て
中
小
工
業
の
ろ
け
る
打
撃
は
殊
に
大

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

と
L

で
も
市
況
の
悶
復
と
共
に
彼
等
は
再
び
現
れ
出
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
浮
沈
極
り
ま
友
し
と
し

て
も
、
従
属
闘
係
か
ら
直
ち
に
中
小
工
業
の
淡
落
を
推
論
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

第
二
に
、
中
小
エ
設
の
存
立
を
容
易
た
ら
し
め
た
要
素
の
姥
化
が
問
題
ム
」
た
る
。
即
ち
生
摩
技
術
の
準
歩
及
び
市
場
の
礎
化
が
中

小
ヱ
業
の
存
立
を
困
難
友
ら
し
め
る
と
と
が
在
い
か
。
生
産
技
術
の
進
歩
に
し
て
著
し
い
と
き
は
需
要
の
分
化
し
不
安
定
在
る
商
品

に
つ
い
て
も
機
械
化
の
可
能
性
ひ
ら
け
、
そ
れ
だ
け
犬
企
業
の
進
出
し
得
る
領
域
が
大
と
た
る
。
殊
に
多
角
的
経
替
の
一
般
化
す
る

揚
合
に
こ
の
可
能
性
が
大
き
い
。
市
場
に
需
要
の
非
論
理
性
が
少
く
な
り
、
商
品
の
標
準
化
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
市
揚
機
構
も
啓
一

備
し
て
生
産
が
大
規
模
化
ず
る
。

中
小
工
業
存
立
の
可
能
性
に
閥
ず
る
以
上
の
所
論
を
要
約
す
れ
ば
、
中
小
工
業
の
今
日
存
立
し
て
ゐ
る
如
き
工
業
部
門
に
ゐ
い
て

は
そ
の
市
揚
閥
係
よ
り
し
て
、
そ
の
存
立
の
可
能
性
は
相
営
大
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
帥
府
来
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
市
担
額
の
費
化
及
び

生
産
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
次
第
に
そ
の
存
立
し
得
る
領
域
が
狭
臨
化
し
て
ゆ
く
と
と
は
否
み
難
い
で
あ
ら
う
。




